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	２４５　テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム（外科２）
	ティーエスワン配合カプセル、ティーエスワン配合顆粒、他後発品あり
	原則として「テガフール・ギメラシル・オテラシルカリウム【内服薬】」を「食道癌」に対し処方した場合、当該使用事例を審査上認める。
	薬理作用が同様と推定される。
	○　留意事項
	一次化学療法では、症例を選び適正に使用されるべきであること。

